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1. 慣性静電閉じ込め核融合(IECF) 

 慣性静電閉じ込め核融合（ IECF： Inertial 

Electrostatic Confinement Fusion）は真空容器中

央に設置された陰極とそれを囲む接地された

陽極で構成されている．陰極は荷電粒子に対し

て幾何学的に透過率の高い電極構造になって

いる．実験では，真空容器内に重水素ガスを充

填し，電極間に高電圧を印加することでグロー

放電を形成する．この放電によって発生した重

水素イオンは，十数kV以上の負の高電圧により

形成された陰極近傍の急峻な電位ポテンシャ

ルにより陰極中心部に加速，収束される．その

過程で加速された一部の重水素イオンが陰極

中心部付近において核融合反応を起こす[1,2]． 

 

2. 核融合中性子線源装置 

 本研究では中性子発生数の更なる向上を目

的として，外部磁場を用いて重水素イオンを制

御したIECF中性子線源の開発を進めている．図

1に実験装置の概略図を示す．真空容器中央に

リング状の陰極が設置されており，実験ではリ

ング陰極中心を通るビーム状の放電を確認し

ている．使用したリング陰極のサイズは内径

φ1=26mm，外形φ2=36mm，L=20mmである． 

外部磁場を用いて重水素イオンの軌道を制

御するために，本研究では先ず磁場発生コイル 
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Fig.1. Schematic drawing of the cylindrical IECF 

の設計を行った．今回使用した磁場発生コイル

は4個であり，それぞれの内径は130mm，磁場

発生コイル1つのあたりの導線の巻き数は748

巻である．通電できる電流は最大1.2Aであり，

磁場発生コイル中心部における磁場は7.23ｍT

である．磁場発生コイルは磁場分布計算の結果

から最適な位置に配置し実験を行った（図1参

照）．磁気発生コイルが作る磁場により重水素

イオンを軸方向に1次元的な粒子軌道に制限し，

中性子発生数が向上することを期待している．  

 

3. 研究目的及び実験結果 

 放電電流に対する単位面積あたりの中性子

発生数の比較を図2に示す．リング陰極への印

加電圧は-18kVである．磁場の印加により中性

子の発生数が増加することが確認できる．現在

は，実験の条件を変更することによる中性子発

生数の変化を調べている段階である．講演では

磁場の強さや配置，また印加電圧や放電電流の

違いによる中性子発生数の特性などについて

詳しく議論する予定である． 
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Fig.2. Dependence of current on neutron production rate. 
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